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概要・活用方法 

参考図・写真 

特徴・効果 

●水中ポンプの稼働監視 
水中ポンプの電線に流れる電流を計測することで、水中ポンプ停止時に速やかに警報メー

ルをプッシュ方式で関係者に送ることが可能であり、坑内の水没を防止することができる。 
●設置が簡単 

ゲートウェイを現場内のインターネット回線もしくは LTE 回線などに接続し、監視セン
サーを分電盤内の電線を挟みこむように後から設置するだけで、すぐに監視が開始できる。 
●電池交換不要 

監視センサーは電線に流れる電流の漏れ磁束により自己発電するため電池は内蔵されて
おらず、電線に電流が流れる限り継続的に監視が可能である。 
●電流値のクラウド監視 
 水中ポンプ以外にも様々な設備の電流値の計測が容易になるため、きめ細やかな消費電力
の管理を行うことで、現場の消費電力量削減に貢献できる。 

活用上の注意点 

・ゲートウェイ 1 台に対して、センサーは何台でも対応可能であるが、現状センサーとゲー
トウェイの離隔距離は 20～30m 程度が限界 

概算金額等 ・クラウド費用：5,000 円/月、センサーセット：3 万/個、ゲートウェイ：5 万/台 

特許・実用新案 
NETIS 等 

特許：特許第 6278377 号（C3-less センサー） 
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